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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第８期

第３四半期
連結累計期間

第９期
第３四半期
連結累計期間

第８期

会計期間
自平成27年３月１日
至平成27年11月30日

自平成28年３月１日
至平成28年11月30日

自平成27年３月１日
至平成28年２月29日

売上高 （千円） 9,532,929 11,604,628 12,833,939

経常利益 （千円） 281,341 423,439 328,013

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 183,733 263,456 461,369

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 184,885 264,781 461,251

純資産額 （千円） 2,769,250 3,554,790 3,045,616

総資産額 （千円） 6,411,920 9,044,865 6,178,930

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 46.81 60.62 116.63

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 60.36 －

自己資本比率 （％） 43.19 39.28 49.29

 

回次
第８期

第３四半期
連結会計期間

第９期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年９月１日
至平成27年11月30日

自平成28年９月１日
至平成28年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 22.48 22.99

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第８期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在するものの、当社株式は非

上場であったため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

４．第８期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在する

ものの、当社株式は非上場であったため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

５．当社は、平成28年３月４日に東京証券取引所マザーズへ上場したため、第９期第３四半期連結累計期間の潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から当第３四半期連結会計期間末までの平均株価

を期中平均株価とみなして算定しております。

６．平成27年５月27日開催の第７期定時株主総会により、平成27年６月12日付で10株につき１株の割合で株式併

合をおこなっておりますが、前連結会計年度の期首に当該株式併合がおこなわれたと仮定し、１株当たり四

半期（当期）純利益金額を算出しております。

７．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

 

　主要な関係会社の異動については、以下のとおりです。

＜製造事業＞

　　純和食品株式会社を子会社化し、第２四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。また、株式会社

　エスケーフーズおよび栄川酒造株式会社を子会社化し、当第３四半期連結会計期間より連結の範囲に含めており

　ます。

 

＜販売事業＞

　　主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」から重要な変更

があった事項は以下のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

　また、以下の見出しに付された項目番号は、前事業年度の有価証券報告書における「第一部　企業情報　第２　事

業の状況　４　事業等のリスク」の項目番号に対応したものです。

(12）ビジネスモデルに関するリスクについて

①　子会社の業績変動について

　当社グループは、当社、当連結会計年度末現在連結子会社８社および非連結子会社１社により構成されてお

り、子会社の成長を通じて当社グループ全体の成長を図るビジネスモデルであります。また、子会社各社の財政

状態および経営成績の状況が当社グループ全体の財政状態および経営成績に与える影響も高いため、子会社の業

績が変動することにより当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。現在、当社において、グループ

全社および各社の経営戦略の立案や経営管理を統括しておりますが、子会社各社の事業の遂行が順調に進まない

場合、当社グループに予期しない変動が生じた場合は、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

 

(16）株主である株式会社産業革新機構の動向

　当社は、平成26年２月21日に第三者割当増資の方法により、株式会社産業革新機構を割当先として普通株式を発

行し、同社は、当該株式の割当てにより当社の議決権総数の23.4％（当連結会計年度末現在　所有株式数947,368

株）を占める株主となっております。

　なお、同社は当社の更なる企業価値向上をサポートするスポンサーとして、長期的視点から株式を保有する意向

を当社に対して示していますが、当社の株式上場後、同社が当社株式の一部を市場で売却した場合、売却の規模等

によっては、当社株式の需給関係及び市場価格に影響を与える可能性があります。

 

(17）ベンチャーキャピタルおよびベンチャーキャピタルが組成した投資事業組合による株式売却について

　(17）ベンチャーキャピタルおよびベンチャーキャピタルが組成した投資事業組合による株式売却については、

ロックアップ期間終了後の株式売却により消滅しております。（以下、番号繰上げ）

 

(17）ストックオプションと株式の希薄化について

　当社グループでは、当社および当社子会社取締役および当社従業員の業績向上に対する士気を高める目的で新株

予約権を付与しております。当連結会計年度末現在、新株予約権による潜在株式数は56,560株であり、これらは、

発行済株式総数および新株予約権による潜在株式数の合計4,105,359株の1.4％に相当します。今後これらの新株予

約権が行使された場合には、当社株式価値の希薄化や需給関係に影響をもたらし、当社株価形成へ影響を及ぼす可

能性があります。

 

(20）資金使途について

　当社グループが株式上場時におこなった公募増資による資金調達の使途については、設備投資に充当する予定で

あります。しかしながら、当社グループを取り巻く外部環境や経営環境の変化に対応するため、調達資金を予定以

外の使途に充当する可能性があります。また、予定どおりの使途に充当された場合でも、想定どおりの効果を上げ

ることができず、当社グループの事業および業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による景気対策等により、企業業績の回復や雇用環境の

改善など、緩やかながらも回復基調を続けております。一方、英国のＥＵ離脱や新興国における景気減速等によ

り、世界経済の先行き不透明感が高まっており、これらによる景気の下振れリスクが懸念されております。

　食品業界におきましては、全般的に安定しているものの、個別の企業間競争は、引続き過度な状況のまま推移し

ており、これらは収益を押し下げる要因となっております。また、為替レートの変動リスクも高まっており、一部

業績に影響を与える状況もみられております。
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　このような状況の下で当社グループは、傘下企業において積極的な設備投資と新たな関連分野への参入を推進す

るとともに、Ｍ＆Ａによる拡大を積極的に図ってまいりました。また、グループのリソースと当社の各支援機能お

よび経営管理機能（中小企業支援プラットフォーム）を融合し、収益の最大化を図ることでさらなる成長を試みる

とともに、経営効率の高い組織づくりに注力し企業価値の向上に努めてまいりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は11,604,628千円（前年同期比21.7％

増）、営業利益402,448千円（前年同期比43.5％増）、経常利益423,439千円（前年同期比50.5％増）、親会社株主

に帰属する四半期純利益263,456千円（前年同期比43.4％増）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　製造事業

　製造事業につきましては、積極的な設備投資および中小企業支援プラットフォームを活用した販路の拡大等の

取り組みをおこなってまいりました。また、平成28年７月にゼリーの製造販売をおこなう純和食品㈱、９月に清

酒の製造販売をおこなう栄川酒造㈱およびチルド・冷凍の畜肉加工品を製造販売する㈱エスケーフーズを新たに

傘下に収めることで規模の拡大を図るとともに、大口取引の獲得をおこなうべく、商品開発に注力し、提案力の

強化に努めてまいりました。

　その結果、Ｍ＆Ａによる規模の拡大や主要子会社である楽陽食品㈱におけるプラットフォーム施策の取り組み

が奏功したこと等により、売上高は8,364,853千円（前年同期比28.5％増）となりました。

　利益につきましては、売上の増加や設備投資等生産性向上による原価率の低減等図った結果、510,045千円

（前年同期比30.8％増）となりました。

②　販売事業

　販売事業につきましては、グループの情報網を活用し、既存取引先への販売強化および企画提案力の向上に努

め、新規開拓の取り組みに注力してまいりました。

　その結果、㈱ヨシムラ・フードにおいて、冷凍原料の販売が好調であったことおよび㈱ジョイ・ダイニング・

プロダクツにおいて、生協をはじめとする主要得意先への販売が好調に推移したことにより、売上高につきまし

ては、3,239,775千円（前年同期比7.2％増）、利益につきましては158,600千円（前年同期比36.6％増）となり

ました。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は9,044,865千円となり、前連結会計年度末に比べて2,865,935千円

増加しました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加858,357千円、たな卸資産の増加647,813千円、現金及び預

金の増加541,376千円、有形固定資産の増加407,683千円およびのれんの増加219,750千円があったことによるもの

です。

　負債は5,490,075千円となり、前連結会計年度末に比べて2,356,761千円増加しました。これは主に、借入金の増

加1,518,730千円および支払手形及び買掛金の増加548,286千円があったことによるものです。

　また、純資産は3,554,790千円となり、前連結会計年度末に比べて509,173千円増加しました。これは主に、資本

金の増加121,440千円、資本剰余金の増加121,440千円および利益剰余金の増加263,456千円があったことによるも

のです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年１月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,348,799 4,348,799
東京証券取引所

マザーズ

単元株式数

100株

計 4,348,799 4,348,799 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　   該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年９月１日～

平成28年11月30日
－ 4,348,799 － 1,048,287 － 1,233,186

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成28年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　4,347,400 　　　　　　　43,474 －

単元未満株式 普通株式　　　1,099 － －

発行済株式総数 　　　　　4,348,799 － －

総株主の議決権 － 　　　　　　　43,474 －

 

②【自己株式等】

平成28年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ヨシムラ・フー

ド・ホールディングス

東京都千代田区内幸町

二丁目２番２号
300 － 300 0.00

計 － 300 － 300 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年９月１日から平

成28年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（平成28年２月29日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年11月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,110,440 1,651,816

受取手形及び売掛金 1,848,266 2,706,623

商品及び製品 1,021,662 1,408,891

原材料及び貯蔵品 429,925 690,509

その他 66,649 177,360

貸倒引当金 △8,685 △11,380

流動資産合計 4,468,258 6,623,821

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 334,969 518,951

機械装置及び運搬具（純額） 343,493 449,661

その他（純額） 628,707 746,242

有形固定資産合計 1,307,170 1,714,854

無形固定資産   

のれん 208,903 428,653

その他 45,482 44,022

無形固定資産合計 254,385 472,675

投資その他の資産   

その他 267,963 351,945

貸倒引当金 △118,848 △118,432

投資その他の資産合計 149,115 233,513

固定資産合計 1,710,671 2,421,043

資産合計 6,178,930 9,044,865
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（平成28年２月29日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年11月30日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 979,074 1,527,361

短期借入金 50,000 125,000

1年内償還予定の社債 80,000 30,200

1年内返済予定の長期借入金 423,111 687,148

未払法人税等 189,610 105,493

未払消費税等 57,112 85,099

賞与引当金 45,894 93,337

その他 570,636 860,386

流動負債合計 2,395,438 3,514,025

固定負債   

社債 20,000 14,500

長期借入金 604,552 1,784,245

退職給付に係る負債 37,933 114,868

その他 75,388 62,436

固定負債合計 737,875 1,976,049

負債合計 3,133,313 5,490,075

純資産の部   

株主資本   

資本金 926,847 1,048,287

資本剰余金 1,115,620 1,237,060

利益剰余金 1,001,975 1,265,431

自己株式 △311 △360

株主資本合計 3,044,131 3,550,419

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,485 2,810

その他の包括利益累計額合計 1,485 2,810

新株予約権 － 1,560

純資産合計 3,045,616 3,554,790

負債純資産合計 6,178,930 9,044,865
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年11月30日)

売上高 9,532,929 11,604,628

売上原価 7,508,959 9,015,169

売上総利益 2,023,969 2,589,459

販売費及び一般管理費 1,743,446 2,187,011

営業利益 280,522 402,448

営業外収益   

受取賃貸料 4,794 7,890

為替差益 － 7,093

その他 13,161 19,258

営業外収益合計 17,956 34,242

営業外費用   

支払利息 12,361 10,373

支払手数料 3,000 2,000

その他 1,776 877

営業外費用合計 17,137 13,251

経常利益 281,341 423,439

特別利益   

固定資産売却益 469 752

特別利益合計 469 752

特別損失   

固定資産売却損 － 1,173

固定資産除却損 3,478 －

特別損失合計 3,478 1,173

税金等調整前四半期純利益 278,332 423,018

法人税、住民税及び事業税 101,790 128,771

法人税等調整額 △7,192 30,790

法人税等合計 94,598 159,562

四半期純利益 183,733 263,456

親会社株主に帰属する四半期純利益 183,733 263,456
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年11月30日)

四半期純利益 183,733 263,456

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,151 1,325

その他の包括利益合計 1,151 1,325

四半期包括利益 184,885 264,781

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 184,885 264,781

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第２四半期連結会計期間より、純和食品株式会社他１社の全株式を新たに取得したため、連結の範囲に含めてお

ります。

　また、当第３四半期連結会計期間より、株式会社エスケーフーズおよび栄川酒造株式会社他１社の全株式を新た

に取得したため、連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の変更）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動によ

る差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に

変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映さ

せる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更をおこなっております。当該表示の変更を反

映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表

の組替えをおこなっております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

　これによる四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取り扱いに関する実務上の取り扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取り扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年３月１日
至 平成27年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年３月１日
至 平成28年11月30日）

減価償却費 112,033千円 132,945千円

のれんの償却額 49,738千円 61,455千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年11月30日）

株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成27年７月23日付で、日本たばこ産業株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。こ

の結果、当第３四半期連結累計期間において資本金が99,987千円、資本準備金が99,987千円増加し、当第３

四半期連結会計期間末において資本金が926,847千円、資本準備金が1,111,746千円となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年11月30日）

株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成28年３月４日付で、東京証券取引所マザーズに上場し、平成28年３月３日を払込期日とする

公募増資による新株式300,000株を発行いたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本

金、資本準備金がそれぞれ121,440千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が1,048,287千

円、資本準備金が1,233,186千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ 製造事業 販売事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 6,511,234 3,021,694 9,532,929 － 9,532,929

セグメント間の内部売上高又は振替高 75,781 881,437 957,218 △957,218 －

計 6,587,016 3,903,131 10,490,147 △957,218 9,532,929

セグメント利益 390,046 116,076 506,123 △225,600 280,522

（注）１．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ 製造事業 販売事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 8,364,853 3,239,775 11,604,628 － 11,604,628

セグメント間の内部売上高又は振替高 83,705 935,250 1,018,956 △1,018,956 －

計 8,448,559 4,175,025 12,623,584 △1,018,956 11,604,628

セグメント利益 510,045 158,600 668,645 △266,197 402,448

（注）１．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれん金額の重要な変動）

　「製造事業」セグメントにおいて、純和食品株式会社他１社の株式の取得に伴い、第２四半期連結会計

期間より同社を連結範囲に含めております。なお、当該事象によるのれんの増加額は281,205千円であり

ます。
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（企業結合等関係）

Ⅰ　取得による企業結合

１． 企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称および事業の内容

被取得企業の名称　栄川酒造株式会社

事業の内容　　　　酒類の製造・販売

(2) 企業結合を行った主な理由

　栄川酒造株式会社（以下、「栄川酒造」という。）は、業歴約150年を誇る福島県会津地方を代表する酒造

事業者です。酒造りの豊富な経験と技術をもとに、日本名水百選「龍ヶ沢湧水」と優れた生産設備により、

高品質な日本酒を市場に提供しております。特に、主要ブランド「榮川」は長く福島県内で多くの消費者に

愛飲され、県内における日本酒のトップブランドの一つとなっており、また、大吟醸「榮四郎」は、全国新

酒鑑評会で金賞を連続受賞するなど、技術力に裏打ちされた知名度とブランド力を有しています。

　栄川酒造の磐梯工場は、磐梯山観光ルート周辺に位置し、景観優れる酒蔵の見学は、地元磐梯町にとって

重要な観光資源であり、周辺地域の雇用をおこなっていることからも、会津地区および磐梯町の地域社会お

よび地域経済に必要不可欠な存在となっています。

　しかし、近年の消費者の飲食嗜好の多様化、若年層のアルコール飲料離れ等による日本酒販売市場の縮小

に加え、東日本大震災等による福島県の人口減少にともなう消費の低迷の影響もあり、年々売上が減少する

一方で、過去におこなった設備投資に係る借入金の返済は栄川酒造の財政状況を悪化させることとなりまし

た。

　当社は、栄川酒造の事業再生に向けた具体的な取り組みとして、当社グループの酒造会社である株式会社

桜顔酒造とともに、両社の販路の共有や、当社グループの販路活用により売上の拡大を図ります。また、株

式会社桜顔酒造との共同購買や、当社グループの仕入先の有効活用による仕入れコストを削減いたします。

さらに、早期に経営管理体制を整備し、迅速かつ正確な意思決定をおこなう体制を構築いたします。このよ

うに、当社が構築する「中小企業支援プラットフォーム」の活用により栄川酒造の早期再建に向けて取り組

んでまいります。

　当社が栄川酒造の再建をおこなうことは、地域経済の活性化のみならず、会津地区および磐梯町の雇用の

確保にも貢献できると考えております。

(3) 企業結合日

平成28年９月１日

(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とした株式取得

(5) 結合後企業の名称

変更ありません。

(6) 取得した議決権比率

100％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したためであります。

 

２． 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　平成28年９月１日から平成28年11月30日まで

 

３． 被取得企業の取得原価および対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　　　現金及び預金　　　　10,000千円

取得原価　　　　　　　　　　　　　　　10,000千円

 

４． 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法および償却期間

のれんおよび負ののれんは発生しておりません。

 

Ⅱ　取得による企業結合

１． 企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称および事業の内容

被取得企業の名称　株式会社エスケーフーズ他１社

事業の内容　　　　食肉加工品等の製造・販売
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(2) 企業結合を行った主な理由

　株式会社エスケーフーズ（以下、「エスケーフーズ」という。）は、自社で製造するとんかつ、ハンバー

グ、チキンカツ、メンチカツなどの惣菜や、海外から輸入するやきとりなどの食肉加工品等を、スーパー量

販店や弁当製造会社向けに販売しております。特に、「彩の国優良ブランド品」に認証されている「むさし

野とんかつ」を主力商品としたチルド惣菜は、味、品質において高い評価を得ております。

　今回の株式取得により、「中小企業支援プラットフォーム」の営業支援機能を活用し、当社の取引先に対

してエスケーフーズの商品を提案することで収益力の拡大を図り、一方で、エスケーフーズの販路を活用し

て当社製品を販売することで、当社グループの業績拡大に向けて取り組んでまいります。

(3) 企業結合日

平成28年９月１日

(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

(5) 結合後企業の名称

変更ありません。

(6) 取得した議決権比率

100％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したためであります。

 

２． 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　平成28年９月１日から平成28年11月30日まで

 

３． 被取得企業の取得原価および対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　　　現金及び預金　　　　203,700千円

取得原価　　　　　　　　　　　　　　　203,700千円

 

４． 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法および償却期間

のれんおよび負ののれんは発生しておりません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日
至　平成28年11月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 46.81円 60.62円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 183,733 263,456

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
183,733 263,456

普通株式の期中平均株式数（株） 3,924,999 4,346,247

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 60.36円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額 － －

普通株式増加数（株） － 18,328

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　　　　　　　　　　　　　－

第２回新株予約権（新株予約権

の数1,300個、普通株式130,000

株）

（注）１　当社は、平成28年３月４日に東京証券取引所マザーズへ上場したため、当第３四半期連結累計期間の潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から当第３四半期連結会計期間末までの平均株価を期

中平均株価とみなして算定しております。

　　　２　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの、当社株式は非上場であったため、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

　　　３　平成27年５月27日開催の第７期定時株主総会により、平成27年６月12日付で10株につき１株の割合で株式併

合をおこなっておりますが、前連結会計年度の期首に当該株式併合がおこなわれたと仮定し、１株当たり四

半期純利益金額を算出しております。

 

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年１月13日

株式会社ヨシムラ・フード・ホールディングス

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 吉　村　孝　郎　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 髙　木　政　秋　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヨシム

ラ・フード・ホールディングスの平成28年３月１日から平成29年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成28年９月１日から平成28年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年11月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨシムラ・フード・ホールディングス及び連結子会社の平成

28年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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